
市　議　会　だ　よ　り　　６こだいら平成１８年（２００６年）１月２９日

一般質問

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

�
２
年

間
の
試
行
で
何
が
わ
か
っ
た
か
。

　

�
総
合
的
な
交
通
体
系
の
あ
り
方

懇
談
会
が
出
す
結
論
に
対
す
る
、
市

の
基
本
的
対
応
は
。

　

�
赤
字
が
出
て
い
る
な
ら
ば
、
運

賃
を　

円
に
し
て
は
ど
う
か
。

２００

　

�
採
択
さ
れ
た
請
願
に
対
し
て
、

ど
う
こ
た
え
て
い
く
の
か
。

市
長　

�
利
用
者
の
属
性
、
乗
降
の

多
い
バ
ス
停
、利
用
目
的
等
で
あ
る
。

　

�
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
結
論
を
参

考
に
し
て
、
今
後
の
交
通
体
系
を
考

え
て
い
く
。

　

�
料
金
の
試
行
は
懇
談
会
で
も
意

見
が
出
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

　

�
市
内
交
通
体
系
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

だ
け
で
は
な
く
、
民
間
の
路
線
バ
ス

試
行
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
賃
を　

円
に
し
て
は
ど
う
か

２００

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

�
当
該

地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
大
型
店
舗
の
建

設
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

�
開
発
事
業
に
お
け
る
手
続
及
び

基
準
等
に
関
す
る
条
例
は
、
こ
の
計

画
に
ど
う
生
か
さ
れ
た
か
。

　

�
地
域
住
民
と
開
発
業
者
と
の
話

し
合
い
で
課
題
に
な
っ
た
こ
と
は
。

　

�
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
い
小
・

中
学
生
が
増
加
し
た
場
合
、
通
学
区

域
を
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

�
マ
ン
シ
ョ
ン
は
８
階
建
て

２
棟
、　

階
建
て
１
棟
、
合
計　

戸

１３

７２１

で
あ
る
。
大
型
店
ド
イ
ト
の
建
設
計

画
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
に
対
し

て
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
現
在
関
係

各
課
と
協
議
中
で
あ
る
。

　

�
ド
イ
ト
の
出
店
計
画
に
つ
い
て

は
周
辺
住
民
の
意
向
等
を
受
け
、
そ

れ
を
反
映
し
た
助
言
を
行
っ
た
。

　

�
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
周
辺
住
宅
地
へ
の
車
両
流
入

に
対
す
る
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
長　

�
現
行
施
設
で
対
応
が
可

能
と
考
え
て
い
る
。

 
木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）　

�
西

武
鉄
道
と
の
協
議
状
況
は
。

　

�
第
三
次
長
期
総
合
計
画
・
前
期

基
本
計
画
素
案
の
中
に
、
国
、
鉄
道

事
業
者
等
へ
鷹
の
台
駅
を
含
め
た
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検
討
・
要
請

す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
の
具
体
的
な

内
容
は
。

市
長　

�
整
備
方
法
に
つ
い
て
意
見

の
相
違
が
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
話

し
合
い
は
し
て
い
な
い
が
、
駅
構
内

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
最
優
先
す
る

上
水
本
町
五
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

建
設
計
画
に
つ
い
て

鷹
の
台
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

向
け
た
そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て

　

�
都
に
は
こ
れ
ま
で
も
歩
道
設
置

を
要
望
し
て
い
る
。
引
き
続
き
早
期

の
全
線
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

や
タ
ク
シ
ー
も
活
用
し
な
が
ら
、
請

願
が
出
さ
れ
た
各
地
域
の
課
題
も
解

消
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

 
小
林
秀
雄
議
員
（
フ
ォ
）　

�
現
在

道
路
は
迷
路
状
態
で
あ
る
が
、
い
つ

解
消
さ
れ
る
の
か
。

　

�
北
口
周
辺
の
樹
木
は
ど
の
よ
う

に
選
定
し
た
の
か
。

　

�
移
転
す
る
東
部
出
張
所
と
図
書

館
は
、
い
つ
オ
ー
プ
ン
す
る
の
か
。

　

�
北
口
東
側
の
一
角
は
防
災
上
の

問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
市

の
考
え
は
。

市
長　

�
平
成　

年
３
月
末
に
は
本

１８

来
の
道
路
形
態
と
な
る
。

　

�
駅
前
広
場
に
あ
る
ケ
ヤ
キ
は
そ

の
ま
ま
保
存
し
、都
市
計
画
道
路
３
・

４
・　

号
線
に
は
キ
ン
メ
ツ
ゲ
と
ド

１６

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
し
て
い
る
。

な
お
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
桜
に
つ

い
て
は
、
ニ
ワ
ザ
ク
ラ
を
こ
の
中
に

加
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

�
来
年
の
２
月
下
旬
に
竣
工
、
５

月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
あ
る
。

　

�
今
後
も
花
小
金
井
駅
北
口
地
区

再
開
発
協
議
会
等
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
地
域
住
民
と
協
力
し
、
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 
小
林
秀
雄
議
員
（
フ
ォ
）　

�
現
在

の
進
捗
率
は
。

　

�
開
通
時
期
は
予
定
ど
お
り
か
。

　

�
開
通
後
の
交
通
量
は
、
ど
の
く

ら
い
と
考
え
る
か
。

　

�
現
時
点
で
路
線
バ
ス
の
運
行
予

定
は
あ
る
か
。
ま
た
、
将
来
に
じ
バ

ス
の
運
行
は
考
え
ら
れ
る
か
。

市
長　

�
約　

％
で
あ
る
。

８０

　

�
車
道
に
つ
い
て
は
平
成　

年
度

１７

末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
と
、

都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

�
都
か
ら
は
１
日
当
た
り
約
１
万

花
小
金
井
駅
北
口
都
市
基
盤

整
備
事
業
の
完
了
に
つ
い
て

新
小
金
井
街
道
の

開
通
に
つ
い
て

２
千
台
と
聞
い
て
い
る
。

　

�
現
在
、
立
川
バ
ス
株
式
会
社
に

運
行
を
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
路
線

は
幹
線
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
に

じ
バ
ス
の
運
行
は
考
え
て
い
な
い
。

 
原　

邦
彦
議
員
（
公
明
）　

�
９
月

定
例
会
で
新
小
金
井
街
道
開
通
に
伴

う
同
種
の
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後

バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

�
市
と
し
て
バ
ス
事
業
者
に
運
行

を
要
請
し
て
い
る
区
間
は
あ
る
か
。

　

�
路
線
確
保
に
向
け
て
、
都
と
の

調
整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

�
立
川
バ
ス
と
は
新
小
金
井

街
道
を
経
由
し
て
、
都
営
大
沼
町
一

丁
目
ア
パ
ー
ト
ま
で
バ
ス
路
線
を
新

設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
他
の

会
社
と
の
協
議
は
進
展
し
て
い
な
い
。

　

�
昭
和
病
院
へ
の
経
由
を
要
望
し

て
い
る
。

　

�
現
在
、
ア
パ
ー
ト
敷
地
内
を
バ

ス
の
折
り
返
し
場
所
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

 
宮 

照
夫
議
員
（
政
和
）　

�
錦
城

高
校
入
口
交
差
点
か
ら
西
側
の
整
備

を
、
市
は
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　

�
東
京
街
道
と
建
設
計
画
の
あ
る

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線
と

１９

の
接
続
計
画
に
つ
い
て
、
都
と
の
調

整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

�
東
京
街
道
の
全
線
整
備
を
都
に

強
く
要
請
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

�
都
で
は
道
路
基
本
設
計
委

託
を
発
注
し
て
い
る
が
、
整
備
方
法

は
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

　

�
現
状
で
は
事
業
計
画
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
調
整
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
事
業
の
進
捗
に
合

わ
せ
て
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

都
営
大
沼
町
一
丁
目
ア
パ
ー
ト
に

バ
ス
路
線
の
乗
り
入
れ
を

東
京
街
道
の
整
備
促
進
と

市
の
対
応
等
に
つ
い
て

都

市

整

備

都

市

整

備

　

�
新
設
さ
れ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

�
施
設
給
付
の
見
直
し
に
よ
り
、

居
住
費
・
食
費
が
介
護
保
険
の
対
象

外
と
な
っ
た
が
、
対
応
は
。

市
長　

�
自
立
支
援
に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
要
介
護
状

態
の
軽
減
等
が
図
れ
る
も
の
と
考
え

る
。

　

�
新
予
防
給
付
と
地
域
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
等
、
包
括
的
・

継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
。

　

�
施
設
利
用
者
に
は
負
担
が
生
じ

る
が
、
低
所
得
者
対
策
に
よ
り
、　
６６８

人
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

と
か
ら
、
新
し
い
計
画
の
策
定
に
合

わ
せ
て
来
年
度
調
査
を
し
た
い
。

　

�　

月
１
日
現
在
、２
人
で
あ
る
。

１１

　

�
近
年
は
受
け
入
れ
児
童
数
も
増

加
し
て
い
る
が
、
入
園
相
談
の
状
況

や
各
幼
稚
園
の
対
応
可
能
範
囲
等
の

調
査
を
行
い
、
今
後
の
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�
障
害

福
祉
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
検

討
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

　

�
計
画
を
策
定
し
、
実
施
す
る
上

で
の
問
題
点
と
解
決
策
は
。

　

�
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

大
幅
な
負
担
増
と
な
る
が
、
減
免
策

を
ど
う
す
る
か
。

　

�
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
障

害
者
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

市
民
参
画
を
進
め
る
の
か
。

市
長　

�
国
の
基
本
指
針
が
示
さ
れ

た
後
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
。

　

�
国
の
基
本
指
針
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
現
時
点
で
問
題
点
を
明

確
に
把
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　

�
個
別
減
免
や
補
足
給
付
等
の
措

置
を
講
じ
る
。

　

�
ニ
ー
ズ
調
査
は
考
え
て
い
な
い

が
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
は
何
ら
か

の
形
で
意
見
を
聞
き
た
い
。

 
苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
利
用

者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

�
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

�
権
利
擁
護
に
関
す
る
方
策
は
。

市
長　

�
来
年
４
月
か
ら
の
介
護
保

険
制
度
改
正
に
対
応
し
、
市
と
新
た

に
設
置
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地

障
害
者
の
暮
ら
し
と
自
立
を

ど
う
支
援
す
る
か

高
齢
者
へ
の
支
援
を

ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
た
め
に

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
と
連
携
を

図
り
、
身
体
状
況
等
の
変
化
に
応
じ

た
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能

と
な
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　

�
対
人
援
助
指
導
や
情
報
提
供
、

困
難
事
例
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
総

合
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

　

�
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
支
援

す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
虐
待
防
止

や
早
期
発
見
の
事
業
を
実
施
す
る
。

 
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

�
本
年

　

月
か
ら
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
施

１０設
入
所
者
が
施
設
に
い
ら
れ
な
い
状

況
が
あ
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

�
市
内
事
業
者
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。
市
の

対
応
は
。

　

�
来
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
料
の

増
額
は
な
い
の
か
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
長　

�
今
回
の
改
正
は
、
施
設
入

所
者
と
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
受
け
て
い

る
人
と
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
居
住
費
や
食
費
を
自
己

負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
り
施
設
入
所
が
継
続
で
き
な
い
と

い
う
声
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

�
一
部
の
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
か
ら
、
食
事
提
供
の
介
護
報
酬

の
減
算
分
が
厳
し
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
制
度
改
正
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適

切
な
運
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

�
国
の
試
算
で
は
、
基
準
月
額
で

お
お
む
ね
千
円
程
度
の
上
昇
を
見
込

ん
で
お
り
、
市
も
あ
る
程
度
の
増
額

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

 
浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

�
新
予

防
給
付
の
創
設
に
よ
り
、
現
行
の
要

介
護
１
の
大
部
分
が
要
支
援
２
に
移

行
す
る
が
、
影
響
は
ど
う
か
。

介
護
保
険
改
悪
の
状
況
と

来
春
の
見
通
し
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で

何
が
変
わ
る
の
か

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

�
障
害
者
の
就
労
支
援
推
進
に
関

す
る
市
の
考
え
は
。

　

�
相
談
機
能
の
充
実
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
は
。

市
長　

�
現
在
、
審
議
会
等
に
よ
る

策
定
の
考
え
方
は
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
利
用
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
方
法
を
考
え
た
い
。

　

�
法
律
に
は
一
般
就
労
へ
の
移
行

を
促
進
す
る
事
業
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
、
都
の
企
業
内
授
産
事
業
や
施

設
外
授
産
事
業
等
、
新
た
な
制
度
の

活
用
も
図
り
た
い
。

　

�
国
か
ら
示
さ
れ
る
方
針
等
の
内

容
を
踏
ま
え
て
相
談
機
能
を
さ
ら
に

充
実
し
、
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域
自

立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
平
成　

年
１９

度
ま
で
に
設
置
し
た
い
。

 
斉
藤　

進
議
員
（
フ
ォ
）　

�
障
害

者
自
立
支
援
法
の
施
行
を
前
に
、
再

度
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

�
心
身
障
害
児
通
園
施
設
「
あ
す

の
子
園
」
の
待
機
者
数
は
。

　

�
障
害
児
や
障
害
傾
向
児
の
幼
稚

園
入
園
希
望
調
査
を
行
い
、
介
助
員

配
置
の
枠
も
広
げ
、
需
要
に
対
応
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

�
現
在
の
新
地
域
保
健
福
祉

計
画
が
平
成　

年
度
に
終
了
す
る
こ

１９

障
が
い
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

ど
う
支
援
し
て
い
く
か

 
華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

�
生
活

保
護
受
給
者
数
の
変
化
は
。

　

�
被
災
者
一
時
生
活
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
日
数
は
。

　

�
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
に
緊
急

一
時
宿
泊
施
設
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長　

�
平
成　

年
度
は
千
５
百　

１２

５６

人
、　

年
度
は
２
千
２
百
７
人
と
年

１６

々
増
加
し
て
い
る
が
、
一
時
期
よ
り

若
干
伸
び
率
は
落
ち
つ
い
て
い
る
。

　

�
平
成　

年
中
の
火
災
被
災
者
の

１６

使
用
日
数
は
、　

日
で
あ
る
。

２３

　

�
宿
泊
す
る
た
め
に
必
要
な
炊
事

や
入
浴
の
設
備
が
な
く
、
警
備
上
の

理
由
も
あ
り
、
現
状
で
は
受
け
入
れ

が
困
難
で
あ
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
障
害

福
祉
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

審
議
会
等
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

緊
急
一
時
宿
泊
施
設
等
を
充
実
し

積
極
的
な
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
を

障
害
者
自
立
支
援
法
と

今
後
の
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

 
常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）　

�
被
保

険
者
１
人
当
た
り
の
保
険
税
額
を
抑

制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

　

�
健
康
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

施
策
で
、
最
も
効
果
的
な
も
の
は
。

　

�
本
年
度
か
ら
基
本
健
診
の
方
法

が
変
わ
っ
た
が
、
受
診
者
数
は
昨
年

に
比
べ
変
化
し
た
か
。

市
長　

�
必
要
な
負
担
は
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
負
担
増
は

で
き
る
限
り
抑
制
し
て
い
く
努
力
が

必
要
で
あ
る
。

　

�
生
活
習
慣
病
の
予
防
が
大
切
な

た
め
、
健
康
教
育
等
の
一
次
予
防
活

動
に
重
点
を
置
き
、
市
民
の
健
康
保

持
と
増
進
に
努
め
た
い
。

　

�
受
診
者
数
が
確
定
し
て
い
な
い

の
で
比
較
で
き
な
い
が
、
集
団
健
診

の
定
員
枠
を
ふ
や
し
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
よ
り
は
多
く
の
市
民
が
受
診
す

る
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
抑
制
の

た
め
、予
防
政
策
を
充
実
す
べ
き

福

祉

福

祉

医 療医 療
健 康健 康

�
鷹
の
台
駅
構
内

場
合
は
協
議
を
進
め
た
い
。

　

�
快
適
な
駅
の
利
用
を
実
現
す
る

こ
と
は
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
社
会

的
な
責
任
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
現

す
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。
そ
の
際

は
事
業
者
の
負
担
も
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
国
や
都
に
補
助
を
要
請
す
る

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

�
東
京
街
道（
大
沼
町
一
・
二
丁
目
）

�
あ
す
の
子
園
（
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）


